
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ユ
イ
ツ

フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ

ー
能
の
伝
播
と
同
化
を
め
ぐ
っ
て
ー

長

谷

川

年

光

能
の
西
欧
、
殊
に
英
語
圏
へ
の
伝
播
(
t
r
a
n
s
m
i
s
s
i
O
n
)
と
同
化
(
a
s
s
i
m
i
-
a
t
i
O
n
)
の
歴
史
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
人
物
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
(
E
r
n
e
s
〓
1
・
F
e
邑
-
O
S
a
こ
加
盟
T
-
冒
∞
)
で
あ
り
、
ユ
ズ
ラ
・
パ
ゥ
ン
ド
(
E
N
r
a
P
O
u
n
d
-

-
認
㌣
-
笥
N
)
で
あ
り
、
そ
し
て
W
・
B
・
イ
ェ
イ
ツ
(
W
i
-
】
i
a
m
B
u
t
】
e
r
Y
e
a
t
s
こ
袈
乎
-
誓
∽
)
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
し
て
そ
の
過
程
の
最
初
の
大
き
な
結
実
の
一
つ
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
着
手
し
、
パ
ゥ
ン
ド
に
よ
っ
て
完
成
を
み
る
謡
曲
の
英
訳
を

収
め
た
『
能
、
ま
た
は
堪
能
-
日
本
古
典
演
劇
研
究
』
(
.
旨
モ
ミ
ゝ
c
c
Q
遭
詳
ぎ
邑
-
A
望
鼻
=
q
C
訂
鼠
.
串
〓
詳
聴
き
ご
ざ
璧
千
石
罠

で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
、
一
九
一
六
年
四
月
二
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ュ
ナ
ー
ド
家
の
客
間
に
お
い
て
初
演
を
み
る
『
鷹
の
井
戸
』

忘
〓
訂
き
g
料
.
㌣
ヨ
昌
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
こ
の
作
品
の
後
、
イ
ェ
イ
ツ
は
、
彼
自
身
名
付
け
る
と
こ
ろ
の
「
舞
踊
家

の
た
め
の
劇
」
(
P
l
a
y
s
f
O
r
D
a
n
c
e
r
s
)
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
表
し
、
最
晩
年
に
至
る
ま
で
、
能
の
影
響
の
あ
と
濃
い
作
品
『
錬
獄
』

(
き
、
領
訂
ジ
ー
呂
空
、
『
ク
フ
ー
リ
ン
の
死
』
(
リ
訂
∵
p
S
昌
=
且
C
ミ
ぎ
訂
ぎ
ー
誓
芯
)
を
書
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
小
論
に
お

い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
能
の
伝
播
と
同
化
の
終
着
点
と
も
い
え
る
、
イ
ェ
イ
ツ
の
演
劇

の
理
念
と
実
践
の
観
点
か
ら
、
パ
ゥ
ン
ド
と
イ
ェ
イ
ツ
の
か
か
わ
り
合
い
に
光
り
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
能
の
西
欧
へ
の
伝
播



と
同
化
の
過
程
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

ま
ず
パ
ウ
ン
ド
の
伝
記
的
事
実
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
。
パ
ウ
ン
ド
の
い
わ
ゆ
る
「
ロ
ン
ド
ン
時
代
」
と
い
わ
れ
る
時
期
は
、
一

九
〇
八
年
九
月
、
『
灯
火
は
消
え
て
』
(
ゝ
h
重
さ
∴
皆
芸
薫
と
い
う
ヴ
ェ
ニ
ス
で
自
家
出
版
し
た
小
詩
集
を
か
か
え
て
、
彼
が
ロ
ン
ド

ン
に
到
着
し
た
と
き
に
は
じ
ま
り
、
一
九
二
〇
年
二
一
月
、
フ
ラ
ン
ス
へ
向
け
て
出
発
し
て
ゆ
く
ま
で
の
約
一
八
年
間
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
間
に
、
パ
ウ
ン
ド
は
様
々
な
出
会
い
と
、
文
学
・
芸
術
活
動
を
経
験
す
る
。
当
時
の
文
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
実
力
者

フ
ォ
ー
ド
・
マ
ド
ク
ス
・
ヘ
フ
ァ
ー
(
『
O
r
d
M
a
d
O
H
H
u
e
詳
r
こ
笥
㌣
-
3
台
と
の
出
会
い
、
T
・
E
・
ヒ
ユ
ー
ム
(
T
・
E
・
H
u
-
m
e
-

-
宗
㌍
三
ヨ
と
の
出
会
い
と
「
イ
マ
ジ
ズ
ム
」
の
運
動
へ
の
加
入
、
彫
刻
家
ゴ
デ
ィ
エ
=
ブ
ジ
ェ
ス
カ
(
H
,
G
a
u
d
i
e
r
l
B
尋
S
k
a
Y

-
浩
丁
-
S
e
と
の
出
会
い
、
ウ
ィ
ン
ダ
ム
・
ル
イ
ス
(
W
y
n
d
a
m
L
e
w
i
s
こ
恕
乎
-
器
コ
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
「
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
シ
ズ
ム
」

(
ぎ
r
t
i
c
i
s
m
)
の
推
進
、
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
(
T
.
S
,
E
-
i
O
t
L
恕
㌣
-
浣
Ⅵ
)
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
ま
た
イ
ェ
イ
ツ
を
通
し
て
ジ
ョ

イ
ス
(
J
a
m
e
s
J
O
y
C
e
こ
恕
?
-
∽
舎
)
の
発
見
等
々
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
英
米
の
文
学
、
芸
術
の
主
要
な
人
物
お
よ
び
運
動
で
直
接
・

間
接
に
、
パ
ゥ
ン
ド
が
か
か
わ
り
を
持
た
な
か
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
極
言
す
れ
ば
、
パ
ウ
ン
ド
は
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
歴
史
を
ひ
と
り
で
身
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
出
会
い
や
活
動
が
あ
っ
た
パ
ウ
ン
ド
の
「
ロ
ン
ド
ン
時
代
」
の
な
か
で
、
彼
自
身
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な

出
会
い
の
一
つ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
イ
ェ
イ
ツ
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
N
・
ス
ト
ッ
ク
(
N
。
e
-
S
t
。
C
k
)
も
指
摘
す
る
よ
う

①

に
、
イ
ェ
イ
ツ
へ
の
傾
倒
・
心
酔
が
、
若
い
詩
人
パ
ウ
ン
ド
を
ロ
ン
ド
ン
へ
と
ひ
き
寄
せ
た
の
だ
と
も
い
え
な
く
は
な
い
。
イ
ェ
イ

フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ



フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ

五

四

ツ
の
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
オ
リ
ヴ
ィ
ア
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
(
○
H
i
く
i
a
S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
こ
虫
干
-
呂
∽
)
(
後
に
パ
ウ
ン
ド
と
結
婚
す
る
ド

ロ
シ
ー
の
母
)
を
通
じ
て
念
願
の
詩
人
イ
ェ
イ
ツ
に
会
う
こ
と
が
実
現
す
る
の
は
、
一
九
〇
九
年
前
半
の
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
昼

は
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ド
ク
ス
・
ヘ
フ
ァ
ー
と
会
い
、
夜
は
イ
ェ
イ
ツ
の
「
月
曜
の
夜
会
」
に
出
る
と
い
う
の
が
、
彼
の
知
的
・
文
学
的

生
活
の
パ
タ
ー
ン
と
な
る
。
そ
の
当
時
の
イ
ェ
イ
ツ
は
、
彼
自
身
の
世
紀
末
的
・
ロ
マ
ン
主
義
的
要
素
を
、
書
き
物
か
ら
除
去
し
よ

う
と
も
が
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
イ
ェ
イ
ツ
の
一
九
世
紀
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
の
脱
皮
、
す
な
わ
ち
九
〇
年
代
の
世
紀
末
詩
人
、

「
ケ
ル
ト
の
薄
明
」
(
C
e
E
c
t
w
i
茸
h
t
)
の
詩
人
か
ら
、
二
〇
世
紀
現
代
詩
人
へ
の
変
貌
に
、
パ
ゥ
ン
ド
の
批
評
的
眼
識
と
す
る
ど
い

感
性
が
す
ぐ
れ
て
貢
献
し
た
こ
と
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
パ
ウ
ン
ド
の
イ
ェ
イ
ツ
に
対
す
る
影
響
の
局
面
は
、
結
果
論
的
に
は
正
し
い
と
し
て
も
、
極
論
を
あ
え
て
す
る
な
ら
ば
、
詩

人
イ
ェ
イ
ツ
の
発
展
全
体
の
歴
史
の
な
か
で
は
、
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
は
重
要
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
イ

ェ
イ
ツ
の
詩
的
発
展
に
お
い
て
、
パ
ウ
ン
ド
の
感
性
と
批
評
眼
が
ひ
と
つ
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ

が
な
か
っ
た
な
ら
ば
実
現
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
も
し
も
パ
ゥ
ン
ド
の
存
在
と
影
響
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
詩
人
イ
ェ
イ
ツ
は
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
わ
れ
わ
れ
が
知

っ
て
い
る
よ
う
な
現
代
詩
人
に
発
展
・
変
貌
を
と
げ
た
で
あ
ろ
う
と
充
分
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ヽ
ヽ

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
劇
詩
人
イ
ェ
イ
ツ
の
発
展
・
変
貌
に
つ
い
て
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
存
在
を
切
り
捨
て
て
し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ

か
な
い
。
イ
ェ
イ
ツ
と
パ
ゥ
ン
ド
と
の
出
会
い
は
、
全
く
決
定
的
な
役
割
と
意
味
を
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
出
会
い
が
な

け
れ
ば
、
劇
作
家
イ
ェ
イ
ツ
の
発
展
・
変
貌
は
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
現
代
の
(
あ
る
い
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
)
劇
作
家
イ
ェ
イ
ツ
と
い
う
呼
び
方
に
、
異
和
を
感
じ
る
人
も

あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
そ
の
点
を
解
消
で
き
る
よ
う
に
、
一
人
の
有
力
な
証
言
を
た
の
む
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
T
・
S
・



エ
リ
オ
ッ
ト
の
証
言
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
九
月
の
『
ポ
ェ
ト
リ
』
誌
に
載
せ
た
「
パ
ゥ
ン
ド
論
」
の
冒
頭
に
お
い
て
、
イ
ェ
イ
ツ

に
触
れ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
一
九
一
五
年
、
大
戦
を
避
け
て
、
ド
イ
ツ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
や
っ
て
来
た
若
い
詩

人
エ
リ
オ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
イ
ェ
イ
ツ
は
確
か
に
高
名
な
詩
人
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
世
紀
末
・
九
〇
年
代
詩
人
の
生
き
残
り
で
あ

る
こ
と
に
は
変
り
な
く
、
同
時
代
を
生
き
る
詩
人
で
あ
っ
て
、
彼
自
身
の
肥
や
し
に
な
る
詩
人
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
イ
ェ
イ
ツ
が
、

同
時
代
を
生
き
る
詩
人
と
し
て
、
全
く
違
っ
た
風
に
見
え
て
き
た
の
は
、
一
九
一
六
年
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
、
エ
リ
オ
ッ
ト
は

述
懐
す
る
。

私
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
あ
る
客
間
で
、
日
本
人
の
高
名
な
舞
踊
家
が
鷹
の
役
を
演
じ
た
、
あ
の
『
鷹
の
井
戸
』
の
初
演
の
印
象
を
、

は
っ
き
り
と
憶
え
て
い
る
。
そ
し
て
イ
ェ
イ
ツ
を
、
年
長
者
と
し
て
で
は
な
く
て
、
す
ぐ
れ
た
同
時
代
人
と
し
て
見
る
よ
う
に
な

⑧

っ
た
の
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

イ
ェ
イ
ツ
を
「
す
ぐ
れ
た
同
時
代
人
」
と
見
徹
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
一
六
年
四
月
二
日
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
家

の
客
間
に
お
け
る
『
鷹
の
井
戸
』
の
初
演
が
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
能
の
影
響
か
ら
創
り
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
有
名
に
な
っ
て
い
る
イ
ェ
イ
ツ
の
詩
劇
の
初
演
に
、
エ
リ
オ
ッ
ト
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
火
を
の
が
れ
て
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ロ
ン
ド

ン
に
や
っ
て
来
て
い
た
日
本
の
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
の
舞
踊
家
、
伊
藤
道
郎
が
、
鷹
の
女
を
演
じ
、
大
き
な
貢
献
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
パ
ウ
ン
ド
が
い
わ
ば
仕
掛
人
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
伊
藤
道

郎
を
イ
ェ
イ
ツ
に
引
き
合
わ
せ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
パ
ゥ
ン
ド
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
に
詩
劇
作
家
の
道
を
歩

む
こ
と
に
な
る
エ
リ
オ
ッ
ト
に
与
え
た
、
『
鷹
の
井
戸
』
の
初
演
の
印
象
の
強
さ
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
呈
さ
れ
る
。
ち
な

み
に
、
す
ぐ
あ
と
、
一
九
一
七
年
一
月
に
、
ゞ
訂
聖
Q
ヽ
ゝ
へ
C
Q
遭
訂
ぎ
ミ
ミ
が
上
梓
さ
れ
る
と
、
直
ち
に
『
エ
ゴ
イ
ス
ト
』
誌
に
書

フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ



フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ

五

六

評
を
書
い
て
い
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
「
能
と
イ
メ
ジ
」
(
.
T
h
e
N
O
h
a
n
d
t
h
e
H
m
a
g
e
J
で
あ
り
、
こ
れ
は
エ
リ
オ
ッ
ト

が
書
い
た
唯
一
の
能
論
で
も
あ
る
。

甘
皿

こ
こ
で
問
題
を
能
の
t
r
a
ロ
S
m
i
s
s
i
O
n
に
戻
し
て
、
パ
ウ
ン
ド
が
い
か
に
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
着
手
し
て
い
た
能
の
翻
訳
と
研
究

ノ
ー
ト
を
手
に
入
れ
、
そ
の
仕
事
の
完
成
を
引
き
受
け
る
に
い
た
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
少
し
目
を
向
け
て
み
た
い
。
フ
ェ
ノ

ロ
サ
の
日
本
滞
在
は
、
最
初
が
一
八
七
八
年
(
明
治
二
年
)
か
ら
一
八
九
〇
年
ま
で
の
約
一
三
年
間
で
あ
り
、
二
回
目
は
、
一
八

九
七
年
か
ら
一
九
〇
一
年
の
約
四
年
間
で
あ
っ
て
、
あ
わ
せ
て
約
一
七
年
と
い
う
長
期
の
滞
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
間
に
お

け
る
能
と
の
出
会
い
は
、
ま
ず
、
一
八
八
三
年
(
明
治
一
六
年
)
の
こ
と
、
同
じ
よ
う
に
お
傭
い
外
国
人
教
師
と
し
て
来
日
し
て
い

た
、
モ
ー
ス
(
E
d
w
a
r
d
S
・
M
O
r
S
e
-
-
盈
蒔
⊥
強
㌫
)
と
共
に
、
初
代
梅
若
実
に
入
門
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
結
局
は
、
二
月

二
〇
日
か
ら
六
月
一
三
日
ま
で
一
二
回
程
の
稽
古
で
中
断
し
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
再
度
の
日
本
滞
在
中
、
一
八
九
八

年
(
明
治
三
一
年
)
一
一
月
一
八
日
、
能
楽
研
究
の
志
を
立
直
し
て
、
梅
若
実
の
も
と
に
再
入
門
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
は
、
平

田
禿
木
を
介
添
役
と
し
て
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
謡
曲
の
英
訳
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
と
な
っ
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
一
九
〇
八
年
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
客
死
。
一
九
一
二
年
、
彼
の
の
こ
し
た
東
洋
美
術
関
係
の
遺

稿
の
一
部
が
、
未
亡
人
メ
ァ
リ
ー
(
M
a
r
y
M
c
N
e
i
-
1
F
e
n
O
H
】
O
S
a
こ
霊
∽
工
害
e
の
編
に
よ
っ
て
、
『
中
国
・
日
本
美
術
史
綱
』
(
3
屯

昏
Q
C
訂
亀
C
巴
莞
旨
§
已
こ
ぼ
§
霞
岩
ゝ
慕
)
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ネ
マ
ン
社
よ
り
上
梓
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
改
訂
版
が
、
一
九

一
三
年
一
〇
月
に
出
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
前
後
の
時
期
に
、
メ
ァ
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
パ
ウ
ン
ド
と
の
最
初
の
出
会
い
が
あ
り
、



彼
女
が
若
い
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
パ
ウ
ン
ド
を
亡
夫
の
遺
稿
の
管
理
人
と
し
て
指
名
し
、
更
に
能
の
翻
訳
の
完
成
を
託
す
る
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
未
亡
人
と
パ
ウ
ン
ド
が
出
会
っ
た
の
は
い
つ
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
パ
ゥ
ン
ド
学
界
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
界
に
お

い
て
諸
説
紛
々
た
る
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
未
公
開
で
あ
っ
た
パ
ゥ
ン
ド
と
ド
ロ
シ
ー
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

(
ロ
O
r
O
昏
y
S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
こ
恕
乎
-
当
山
)
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
の
一
部
が
、
辞
去
も
ざ
ま
ご
ま
〓
ざ
告
ぎ
9
首
肯
宮
等
∴
⊇
賢

と
蓮
ヨ
こ
崇
や
た
き
と
し
て
一
九
八
四
年
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
は
一

挙
に
解
決
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
少
々
t
r
i
く
i
a
H
i
s
m
に
堕
す
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
て
み
た
い
。

一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
七
二
年
の
詩
人
の
死
に
至
る
ま
で
の
約
六
〇
年
に
わ
た
っ
て
交
わ
さ
れ
た
往
復
書
簡
は
、
二
、
三
〇
〇
通

に
も
の
ぼ
る
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の
約
一
割
が
『
往
復
書
簡
集
』
に
な
っ
て
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、

残
さ
れ
て
い
る
手
紙
の
内
訳
け
は
、
パ
ゥ
ン
ド
か
ら
ド
ロ
シ
ー
宛
の
も
の
が
一
、
二
五
〇
通
、
そ
の
逆
の
場
合
の
も
の
が
九
五
〇
通

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
一
九
一
〇
年
一
月
か
ら
、
二
人
が
結
婚
し
た
一
九
一
四
年
四
月
ま
で

の
書
簡
で
あ
っ
て
、
ド
ロ
シ
ー
の
パ
ウ
ン
ド
宛
の
一
二
四
通
に
対
し
て
、
パ
ゥ
ン
ド
の
ド
ロ
シ
ー
宛
の
は
七
三
通
に
す
ぎ
な
い
。
な

お
一
九
〇
九
年
の
手
紙
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ド
ロ
シ
ー
が
彼
と
の
出
会
い
の
は
じ
め
か
ら
つ
け
て
い
た
ノ
ー
ト
を
も
っ
て
補

う
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
、
こ
の
書
簡
集
が
、
「
ロ
ン
ド
ン
時
代
」
の
パ
ゥ
ン
ド
の
生
活
、
あ
る
い
は
彼
を
と

り
ま
く
文
学
・
芸
術
の
世
界
に
新
し
い
鮮
明
な
照
明
を
当
て
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
パ
リ
ス
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
誌
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
中
で
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
未
亡
人
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
の
質
問
に
対

③

し
て
、
パ
ゥ
ン
ド
は
た
だ
、
「
サ
ロ
ジ
ー
ニ
・
ナ
イ
ド
ウ
(
S
a
r
O
j
i
n
i
N
a
i
d
u
-
完
ヨ
T
-
監
空
の
と
こ
ろ
で
会
っ
た
」
と
の
み
答
え
て
い

る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
未
亡
人
と
の
出
会
い
の
日
付
の
同
定
の
問
題
で
、
最
も
早
い
説
は
、
一
九
一
〇
年
説
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
メ
ァ
リ

フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ



フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ

五

八

-
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
、
『
中
国
・
日
本
美
術
史
納
』
の
出
版
社
を
求
め
て
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
す
る
の
は
、
一
九
一
〇
年
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
折
り
に
彼
女
は
パ
ゥ
ン
ド
と
会
っ
た
の
だ
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
鍵
と
な
る
の
は
、
当
然
、
フ
ェ
ノ
ロ

サ
未
亡
人
と
ベ
ン
ガ
ル
の
女
流
詩
人
サ
ロ
ジ
ー
二
で
あ
る
が
、
披
等
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
一
九
一
〇
年
の
書
簡
に
も
、
も
ち
ろ
ん

ド
ロ
シ
ー
の
手
記
に
も
み
ら
れ
な
い
。
『
往
復
書
簡
集
』
の
中
で
、
パ
ゥ
ン
ド
自
身
の
こ
と
ば
に
も
あ
る
よ
う
に
、
サ
ロ
ジ
ー
二
と

フ
ェ
ノ
ロ
サ
未
亡
人
と
に
会
っ
た
と
い
う
言
及
が
出
て
く
る
の
は
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
二
日
(
木
曜
日
)
付
の
ド
ロ
シ
ー
宛
の
手

紙
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
…
…
月
曜
日
に
サ
ロ
ジ
ー
二
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
夫
人
1
中
国
美
術
に
つ
い
て
書
い
た
り
、
フ
リ
ー
ア
・
コ
④

レ
ク
シ
ョ
ン
の
も
の
を
い
ろ
い
ろ
と
選
定
し
た
り
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
し
た
人
の
未
亡
人
-
と
一
緒
に
食
事
に
し
ま
し
た
…
…
」

と
あ
り
、
ド
ロ
シ
ー
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
未
亡
人
の
こ
と
を
は
じ
め
て
紹
介
す
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。
彼
等
が
出
会

っ
た
の
は
、
一
九
二
二
年
九
月
二
九
日
(
月
曜
日
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

続
い
て
一
〇
月
七
日
(
火
曜
日
)
付
の
手
紙
で
は
、
「
昨
夜
、
ハ
イ
ネ
マ
ン
と
サ
ロ
ジ
ー
こ
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
夫
人
と
一
緒
に
食
事

⑧

を
し
た
…
…
」
と
あ
り
、
更
に
一
〇
月
〓
日
付
の
手
紙
で
は
、
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
夫
人
の
お
招
き
で
、
く
だ
ら
な
い
芝
居
を
二
つ
見

て
、
ハ
イ
ネ
マ
ン
と
一
緒
の
食
事
に
あ
ず
か
っ
た
。
彼
女
は
、
ハ
イ
ネ
マ
ン
が
私
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
も
の
と
決
め
て
か
か
っ
て

⑥

い
る
み
た
い
だ
。
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
ハ
イ
ネ
マ
ン
は
、
M
・
ビ
ア
ボ
ウ
ム
(
M
a
X
B
e
e
r
b
O
h
m
こ
笥
㌣
-
害
e
、

メ
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
(
J
O
h
n
M
a
s
e
詳
】
d
-
-
∞
遥
⊥
宗
可
)
、
ピ
ネ
ロ
(
P
i
ロ
e
r
O
こ
洩
乎
g
U
e
、
そ
し
て
H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
(
H
.
G
.
W
e
声

-
票
?
-
冠
の
)
な
ど
同
時
代
の
重
要
な
作
家
の
も
の
を
出
版
し
て
、
世
に
出
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
イ
ネ
マ
ン
(
W
i
E
a
m
H
e
i
n
e
m
a
n
n
-

-
霊
㌣
-
Q
N
○
)
で
あ
る
が
、
こ
の
パ
ゥ
ン
ド
自
身
の
言
及
に
よ
っ
て
、
ハ
イ
ネ
マ
ン
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
メ
ァ
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は

⑦

パ
ゥ
ン
ド
に
会
っ
た
と
す
る
、
チ
ゾ
ム
説
は
覆
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
ハ
イ
ネ
マ
ン
社
か
ら
一
九
一
二
年
に
出
し
た
『
中
国
・
日

本
美
術
史
綱
』
の
改
訂
版
出
版
の
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
に
来
て
い
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
夫
亡
人
の
方
が
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
若
い
詩
人



の
将
来
を
お
も
っ
て
、
パ
ゥ
ン
ド
を
ハ
イ
ネ
マ
ン
に
引
き
合
わ
せ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
書
簡
集
か
ら
判
明
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
一
九
二
二
年
九
月
二
九
日
、
一
〇
月
六
日
、
そ
し
て
一
〇
月
二
日
の
、
お
そ
ら
く

は
、
少
く
と
も
三
度
に
わ
た
る
会
見
と
、
パ
ウ
ン
ド
の
詩
作
品
な
ど
を
読
ん
で
み
た
後
に
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
未
亡
人
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ

の
残
し
た
文
学
に
か
か
わ
る
遺
稿
1
「
詩
の
媒
体
と
し
て
の
漢
字
考
」
(
.
T
h
e
C
h
i
n
e
s
e
W
r
i
t
t
e
n
C
h
a
r
a
c
t
e
r
a
s
a
M
e
d
i
u
m
符
号

P
O
e
t
r
y
J
の
草
稿
、
謡
曲
の
英
訳
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
、
漢
詩
英
訳
・
研
究
ノ
ー
ト
等
-
を
パ
ウ
ン
ド
に
委
託
す
る
決
意
を
し
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
、
一
九
一
三
年
一
二
月
一
九
日
付
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー
ロ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
(
W
i
l
許
ヨ
C
a
r
訂
W
i
】
-
i
a
m
s
-

⑧

-
怒
㌣
-
荒
い
)
宛
の
書
簡
で
は
、
「
僕
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
遺
稿
の
宝
物
を
全
部
手
に
入
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
往
復
書
簡
集
』
に
お
い
て
は
、
一
九
二
二
年
二
一
月
一
六
日
付
の
ド
ロ
シ
ー
宛
の
手
紙
の
中
で
、
す
で
に
パ
ゥ
ン
ド
は
謡
曲
翻

エ

ク

ロ

ー

ク

訳
の
仕
事
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
僕
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ノ
ー
ト
か
ら
、
能
(
劇
的
牧
歌
)
の
一
部
を
剰
窃
し
た
。

イ

ー

グ

ル

ヽ

ヽ

ヽ

鷲
〔
イ
ェ
イ
ツ
〕
は
そ
れ
を
な
か
な
か
魅
力
的
だ
と
評
し
、
自
由
詩
は
散
文
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
彼
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
夫

⑨

人
の
民
話
に
一
心
不
乱
に
な
っ
て
い
る
。
」
当
時
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
夫
人
の
収
集
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
話
と
、
古
今
の
オ
カ
ル
テ
ィ

ズ
ム
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
熱
中
し
て
い
た
イ
ェ
イ
ツ
が
、
パ
ウ
ン
ド
が
つ
く
り
あ
げ
た
謡
曲
の
英
訳
を
通
し
て
、
能
に
興
味

を
示
し
は
じ
め
た
こ
と
の
確
か
な
証
言
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
こ
で
パ
ゥ
ン
ド
が
や
り
出
し
て
い
る
謡
曲
は
∧
楢
∨
で
あ
り
、
そ
れ
は

一
九
一
四
年
一
〇
月
、
『
ク
ォ
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
誌
に
、
「
日
本
の
古
典
演
劇
」
(
↓
h
e
C
】
a
s
s
i
c
a
l
D
r
a
m
a
O
h
J
a
p
a
n
J
と
し
て
、

∧
羽
衣
>
と
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
能
論
」
(
.
F
e
n
O
】
訂
a
O
n
t
h
e
N
O
h
J
と
共
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
い
で
、
能
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
の
は
、
一
九
一
四
年
一
月
六
日
の
ス
ト
ー
ン
・
コ
テ
ィ
ジ
か
ら
の
手
紙
に
お
い
て
で
あ

る
。
「
僕
は
も
っ
と
長
い
日
本
の
劇
の
第
一
部
と
も
う
少
し
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
だ
。
プ
ロ
セ
ロ
ウ
(
G
・
W
,
P
r
O
t
h
e
r
O
)
が
、
<
砧
>

と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
エ
ッ
セ
イ
と
を
『
ク
ォ
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
に
戴
せ
る
こ
と
を
承
諾
し
た
…
1
1
<
羽
衣
>
も
戴
せ
て
も
ら
え
る

フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ



フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ

⑳

と
い
い
の
だ
が
。
」
こ
こ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
<
錦
木
>
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
に
、
一
九
一
四
年
五
月
号
の
『
ポ
ェ
ト
リ
』

誌
上
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
=
パ
ゥ
ン
ド
訳
の
謡
曲
の
最
初
の
出
版
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
パ
ゥ
ン

ド
が
、
ま
ず
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
能
論
1
こ
れ
は
殆
ん
ど
完
全
な
形
の
講
演
の
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
1
を
読
む
こ
と
か
ら
は
じ

め
、
<
砧
>
<
羽
衣
>
、
そ
し
て
<
錦
木
>
へ
と
筆
を
進
め
て
い
っ
た
様
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
相
当
に
早
い
ス
ピ
ー
ド

で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
メ
ァ
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら
パ
ウ
ン
ド
に
宛
て
た
未
公
開
の
手
紙
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一

九
一
三
年
一
一
月
二
四
日
、
お
よ
び
二
五
日
付
の
二
通
の
手
紙
は
、
パ
ウ
ン
ド
謡
曲
翻
訳
に
関
し
て
重
要
な
鍵
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

彼
女
は
、
亡
夫
の
原
稿
を
整
理
し
、
番
号
付
を
お
こ
な
い
、
荷
作
に
大
童
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
ま
ず
、
能
関
係
の
も
の
を
発
送

す
る
と
述
べ
て
い
る
。
仕
事
は
漢
詩
よ
り
も
能
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
、
そ
れ
が
メ
ァ
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
意
向
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
ま
た
、
能
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
を
N
①
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
式
に
N
O
h
に
改
め
て
は
ど
う
か
と
示
唆
し
て
い
る
。
と
す
る
と

能
関
係
の
遺
稿
は
、
少
く
と
も
一
九
二
二
年
一
一
月
二
四
日
か
ら
、
一
二
月
一
六
日
ま
で
の
問
に
、
パ
ゥ
ン
ド
の
手
許
に
届
き
、
直

ち
に
着
手
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

能
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
語
の
知
識
も
皆
無
だ
と
い
え
る
若
い
詩
人
パ
ゥ
ン
ド
の
、
謡
曲
翻
訳
の
取
組
み
に
対
す

る
不
安
や
し
り
込
み
を
予
測
し
、
慰
め
、
は
げ
ま
す
フ
ェ
ノ
ロ
サ
未
亡
人
の
気
持
が
、
つ
ぎ
の
二
五
日
付
の
手
紙
に
感
じ
ら
れ
る
。

ま
ず
何
か
ら
取
組
む
べ
き
か
に
つ
い
て
、
能
に
関
す
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
お
よ
び
彼
女
自
身
の
好
み
と
評
価
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
評
価

を
も
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
助
言
を
与
え
て
い
る
。

…
‥
・
わ
た
し
た
ち
に
は
最
も
美
し
い
と
思
わ
れ
た
能
を
あ
な
た
に
い
っ
た
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
と
こ
ろ
で
私
が
、



一
番
に
お
き
た
い
と
思
う
曲
は
、
∧
楢
>
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
梅
若
実
翁
も
、
そ
の
よ
う
な
意
見
で
し
た
。
そ
し
て

こ
う
も
い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
殆
ん
ど
一
生
か
か
っ
て
、
そ
れ
も
大
い
に
精
進
潔
斉
を
し
て
、
や
っ
と
き
ち
ん
と
謡
え

る
よ
う
に
な
る
も
の
だ
と
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
教
授
が
、
特
に
愛
好
し
て
い
た
も
う
一
つ
の
曲
は
、
<
鏑
木
>
で
し
た
。
∧
弱
法
師
>

は
私
が
最
初
に
聴
き
、
よ
く
分
っ
た
曲
な
の
で
、
大
変
好
き
で
す
。
<
羽
衣
∨
は
、
日
本
人
能
楽
愛
好
家
一
般
に
最
も
好
ま
れ
て

い
る
も
の
で
す
が
、
人
魚
が
海
の
衣
を
人
間
に
盗
ま
れ
る
と
い
う
古
い
ケ
ル
ト
の
伝
説
に
、
不
思
議
に
よ
く
似
て
い
る
昔
話
で
す
。

⑩

<
隅
田
川
>
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
曲
で
す
。

「
か
や
う
の
味
は
ひ
は
、
末
の
世
に
知
る
人
あ
る
ま
じ
け
れ
ば
、
書
き
お
く
も
物
ぐ
さ
き
」
と
、
世
阿
弥
が
強
い
自
負
を
込
め
て

い
た
と
思
わ
れ
る
作
品
<
砧
∨
が
、
最
高
の
美
し
い
曲
だ
と
見
催
す
メ
ァ
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
そ
し
て
<
錦
木
∨
を
特
に
愛
好
し

た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
。
一
般
の
愛
好
家
の
好
む
∧
羽
衣
∨
。
こ
の
よ
う
な
評
価
と
好
み
に
つ
い
て
の
言
及
が
、
パ
ウ
ン
ド
に
、
フ
ェ
ノ
ロ

サ
遺
稿
の
取
組
み
の
指
標
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
パ
ゥ
ン
ド
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
遺
稿
と
の
暴
挙
と
さ
え
い
え
な
く
は
な
い
取
組
み
を
は
じ
め
る

の
は
、
イ
ェ
イ
ツ
が
、
そ
の
頃
、
毎
冬
を
過
ご
し
て
い
た
サ
セ
ッ
ク
ス
の
ス
ト
ー
ン
・
コ
テ
ィ
ジ
に
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
二
二
-
一
四
年
の
冬
、
一
九
一
四
-
一
五
年
の
冬
、
そ
し
て
一
九
一
五
-
一
六
年
の
冬
に
、
パ
ゥ
ン
ド
は
ス
ト
ー
ン
・
コ
テ
ィ

ジ
に
滞
在
し
、
イ
ェ
イ
ツ
の
い
わ
ば
秘
書
の
役
割
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
年
に
わ
た
る
冬
の
季
節
に
、
パ
ゥ
ン

ド
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
謡
曲
翻
訳
を
完
成
さ
せ
、
一
方
、
イ
ェ
イ
ツ
は
、
パ
ゥ
ン
ド
の
能
へ
の
熱
中
・
傾
倒
に
刺
戟
さ
れ
て
、
能
に
基

づ
い
た
新
し
い
演
劇
の
創
造
の
試
み
へ
と
足
を
踏
み
出
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
冬
の
ス
ト
ー
ン
・
コ
テ
ィ
ジ
が
生
み
だ
し
た
最
初

の
み
ご
と
な
結
実
が
、
ゴ
訂
計
ご
1
ゝ
C
へ
Q
遭
訂
ミ
ミ
の
出
版
で
あ
り
(
あ
る
い
は
『
日
本
の
高
貴
な
る
戯
曲
集
』
(
C
空
き
3
>
蔓
～

フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ



フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ

六

二

旬
首
的
亀
.
首
Q
3
二
巴
の
)
の
出
版
で
あ
り
)
、
一
九
一
六
年
四
月
二
日
の
『
鷹
の
井
戸
』
の
ロ
ン
ド
ン
初
演
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ

謡
曲
の
翻
訳
の
正
確
度
と
い
う
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
お
よ
び
パ
ウ
ン
ド
の
功
績
の
最
も
大
き
な
点
は
、
能
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
一
言
で
い
う
な
ら
ば
、
能
と
い
う
も
の
を
世
界
に
す
ぐ
れ
た
舞
台
芸

術
と
し
て
み
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
謡
曲
と
い
う
も
の
を
、
い
わ
ゆ
る
「
つ
づ
れ
錦
」
の
パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
で
は
な
く
て
、
文
学
的

価
値
の
高
い
詩
劇
と
し
て
み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

能
が
演
劇
芸
術
で
あ
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
謡
曲
は
文
学
で
あ
っ
て
、
真
面
目
な
研
究
対
象
と
す
る
に
価
す
る
も
の
だ
と
い

う
考
え
方
。
こ
れ
は
、
今
か
ら
考
え
れ
ば
、
ま
こ
と
に
当
然
す
ぎ
る
話
し
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
取
り
立
て
て
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
能
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い

て
な
さ
れ
、
ま
た
そ
の
成
果
が
出
版
さ
れ
た
の
が
一
九
一
六
1
一
七
年
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
更
に
日
本
に
お
け
る
能
お
よ
び

世
阿
弥
に
つ
い
て
の
研
究
の
歴
史
の
中
に
お
い
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
価
値
と
意
義
が
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
世
阿
弥
と
能
の
研
究
の
端
緒
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
二
年
(
一
九
〇
九
年
)
の
吉
田
東
伍
に
よ
る
『
世

阿
弥
十
六
部
集
』
の
発
見
と
出
版
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
一
般
に
は
、
明
治
三
一
年
(
一
八
九
八
年
)
出
版
の
大

和
田
建
樹
『
花
伝
書
』
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
は
桃
山
期
に
成
立
し
て
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
巷
間

に
流
布
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
世
阿
弥
の
『
風
姿
花
伝
』
『
音
曲
声
出
口
伝
』
の
一
部
や
、
そ
の
他
の
諸
伝
書
を
不
統
一
の
ま

ま
に
寄
せ
集
め
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
『
八
帖
花
伝
書
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ぎ
聖



Q
l
ゝ
c
S
長
話
単
さ
亘
に
言
及
さ
れ
て
い
る
『
花
伝
書
』
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
八
帖
花
伝
書
』
で
あ
る
。
例
え
ば
、
パ
ゥ
ン
ド

が
能
の
「
番
組
」
の
説
明
に
殆
ど
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
能
の
五
番
乃
至
六
番

仕
立
の
「
番
組
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
『
八
帖
花
伝
書
』
の
能
の
「
番
組
」
で
あ
り
、
分
類
で
あ
っ
て
、
決
し
て
明
治
期
に
確
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
わ
れ
わ
れ
が
一
般
に
い
っ
て
い
る
「
番
組
」
お
よ
び
分
類
の
仕
方
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
、
能
の
研
究
を
志
し
た
時
代
と
い
う
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
点
の
み
な
ら
ず
、

謡
本
そ
の
も
の
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
は
な
は
だ
不
完
全
な
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

世
阿
弥
の
著
作
は
、
そ
の
後
、
続
々
と
発
見
さ
れ
、
出
版
公
開
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
集
大
成
さ
れ
て
、
日
本
思
想
大
系
『
世
阿
弥

禅
竹
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
四
九
年
(
一
九
七
四
年
)
の
こ
と
で
あ
る
。
同
時
代
的
に
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

例
え
ば
、
能
勢
朝
次
、
佐
成
謙
太
郎
、
西
尾
実
、
野
々
村
戒
三
な
ど
の
国
文
学
畠
の
諸
研
究
の
発
表
を
別
に
す
れ
ば
、
戦
前
の
髄
研

究
は
、
野
上
豊
一
郎
の
綜
合
的
研
究
に
代
表
さ
れ
る
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
の
『
能
研
究
と
発
見
』
が
出
版

さ
れ
た
の
は
昭
和
五
年
(
一
九
三
〇
年
)
で
あ
る
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
、
野
上
豊
一
郎
の
他
に
、
安
倍
能
成
、
小
官
豊
隆
な
ど
が

能
に
つ
い
て
筆
を
揮
い
は
じ
め
る
。
そ
し
て
彼
等
が
揃
っ
て
夏
目
漱
石
門
下
で
あ
っ
て
、
広
い
西
欧
文
化
に
つ
い
て
の
教
養
を
備
え
、

巨
視
的
な
視
点
に
立
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
彼
等
の
巨
視
的
な
視
点
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
背
後
に
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
=

パ
ゥ
ン
ド
や
、
A
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
(
A
r
t
h
u
r
W
a
吾
こ
恕
苧
畠
彙
)
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
の
能
楽
研
究
の
影
響
が
、
直
接
・
間
接

に
あ
っ
た
と
見
て
と
っ
て
も
法
外
な
解
釈
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
つ
づ
れ
錦
の
パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
と
し
て
、
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た
謡
曲
を
文
学
的
価
値
を
も
っ
た
作
品
と
見
倣

し
、
更
に
演
劇
芸
術
と
し
て
能
を
評
価
し
、
研
究
し
て
き
た
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
特
に
こ
こ
で
あ
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
横
道
万

里
雄
・
表
章
両
氏
に
よ
る
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
』
上
下
(
昭
和
三
五
・
三
八
年
)
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
頭
注
は
い
う

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ェ
イ
ツ



フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ェ
イ
ツ

ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
テ
キ
ス
ト
本
文
の
傍
に
、
専
ら
観
世
流
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
型
付
に
依
っ
て
、
型
・
ふ
り
・
動
作
な

ど
、
演
出
・
演
技
に
関
す
る
こ
と
を
可
能
な
か
ぎ
り
、
す
な
わ
ち
読
者
が
そ
れ
ぞ
れ
舞
台
を
心
に
描
け
る
よ
う
に
、
付
記
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
の
テ
キ
ス
ト
は
、
能
と
い
う
も
の
が
特
殊
な
舞
台
芸
術
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯

曲
が
、
そ
れ
自
体
完
全
で
あ
る
よ
う
に
は
、
謡
曲
は
そ
れ
だ
け
で
は
完
全
で
は
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
必
然
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
こ
れ
に
似
た
試
み
を
す
で
に
実
行
し
て
い
る
の
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ

が
試
み
た
謡
曲
の
全
訳
一
六
篇
の
う
ち
、
六
篇
に
は
、
演
出
・
演
技
の
解
説
が
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
と
し
て
附
加
さ
れ
て
い
る
。
殆
ん
ど

の
も
の
が
未
公
開
で
あ
る
が
、
R
・
テ
イ
ラ
ー
(
R
i
c
h
a
r
d
T
旦
O
r
)
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
草
稿
を
見

⑩

れ
ば
、
演
出
・
演
技
に
関
す
る
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
は
相
当
く
わ
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

残
念
な
こ
と
は
、
パ
ウ
ン
ド
が
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
を
す
っ
か
り
削
除
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
出
版
し
た
こ
と
で
あ
る
。
能
を
特
殊
な

舞
台
芸
術
だ
と
見
撤
し
て
い
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
こ
の
削
除
は
、
能
の
充
分
な
理
解
の
た
め
に
は
致
命
的
な
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
パ
ゥ
ン
ド
自
身
は
、
能
と
い
う
演
劇
芸
術
は
、
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
謡
曲
は
そ
の
一
部
で
し
か
な
い

こ
と
を
、
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
書
聖
Q
「
ゝ
c
c
Q
遭
～
監
護
芝
の
序
文
に
記
し
て
い
る
こ
と
ば
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

読
者
は
、
こ
と
ば
が
こ
の
芸
術
の
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
と
ば
は
、
音
楽
、
そ
し
て
儀
式
的
舞
踊

と
混
然
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
謡
曲
は
、
音
楽
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
、
吟
味
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
な

⑱

ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
助
言
も
、
能
に
は
じ
め
て
接
す
る
で
あ
ろ
う
多
く
の
読
者
に
は
、
と
り
つ
く
島
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ウ

ン
ド
自
身
の
立
場
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
書
き
残
し
た
能
の
演
出
に
関
す
る
注
釈
を
取
り
入
れ
る
の
は
至
難
の



業
で
あ
る
と
い
う
は
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

す
ぐ
れ
た
宝
石
職
人
に
は
、
原
石
を
み
が
き
上
げ
て
、
み
ご
と
に
カ
ッ
ト
す
る
技
術
の
前
に
、
そ
の
原
石
の
な
か
に
潜
在
す
る
宝

石
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見
抜
く
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
人
の
詩
作
品
に
手
を
入
れ
て
、
み
ご
と
な
詩
に
変
容
さ
せ
る
、
言
葉
の

魔
術
師
パ
ゥ
ン
ド
の
す
る
ど
い
詩
的
感
性
は
、
丁
度
こ
の
宝
石
職
人
の
そ
れ
に
似
て
い
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
謡
曲
の

み
の
翻
訳
の
場
合
に
は
役
立
っ
た
が
、
こ
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
能
演
出
の
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
を
取
り
入
れ
る
仕
事
に
は
通
用
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
有
効
に
働
く
た
め
に
は
、
そ
の
上
に
、
能
に
つ
い
て
の
知
識
は
い
う
に
及
ば
ず
、
観
能
の
実
際
、
日
本
語
、
あ
る
い
は
文
化

に
つ
い
て
の
知
識
等
々
、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
て
、
演
劇
的
感
性
・
想
像
力
が
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
、
パ
ゥ
ン
ド
に
は
な
い
も
の
ね
だ
り
で
あ
っ
た
。

能
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
謡
曲
は
、
い
わ
ゆ
る
西
欧
演
劇
の
戯
曲
と
は
等
価
で
は
な
い
。
能
は
、
こ
と
ば
が
そ
の
芸
術
の
一
部
で
し

か
な
く
、
音
楽
や
舞
踊
と
一
体
化
し
て
は
じ
め
て
完
全
な
演
劇
と
し
て
成
立
す
る
、
い
わ
ば
象
徴
主
義
的
・
全
体
演
劇
的
性
格
を
も

っ
た
特
殊
な
舞
台
芸
術
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
謡
曲
の
読
者
は
、
当
然
こ
れ
ら
の
点
に
注
意
を
払
っ
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

パ
ゥ
ン
ド
は
助
言
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
般
読
者
に
と
っ
て
は
、
鍵
の
閉
っ
た
部
屋
の
中
に
鍵
な
し
で
入
れ
、
と

い
う
の
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
は
な
は
だ
迷
惑
な
話
し
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
鍵
な
し
で
、
部
屋
の
中

に
入
っ
て
し
ま
う
超
能
力
の
持
主
、
す
な
わ
ち
パ
ウ
ン
ド
の
「
理
想
の
読
者
」
が
、
い
つ
も
傍
ら
に
控
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

人
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
イ
ェ
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
も
ち
ろ
ん
能
の
完
全
な
知
識
も
、
日
本
語
の
知
識
も
、
ま
し
て
能
を
見

た
こ
と
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
不
完
全
な
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
象
徴
主
義
的
・
全
体
演
劇
的
特
殊
な
舞
台
芸
術
で
あ
る
能
の
舞
台
を

具
体
化
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
演
劇
人
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
資
質
と
経
験
を
具
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
イ
ェ
イ

ッ
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
訳
し
た
謡
曲
の
こ
と
ば
に
、
音
楽
の
よ
う
に
耳
を
傾
け
た
に
相
違
な
い
。
そ
し
て
、
極
言
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ェ
イ
ツ



フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ

六

六

な
「
理
想
の
読
者
」
イ
ェ
イ
ツ
の
た
め
に
、
パ
ゥ
ン
ド
は
翻
訳
の
完
成
に
更
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

パ
ゥ
ン
ド
は
ま
た
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
-

戯
曲
を
読
ん
で
、
舞
台
の
情
景
を
想
像
す
る
習
慣
の
あ
る
人
な
ら
ば
、
そ
れ
が
、
近
代
演
劇
の
舞
台
と
も
、
ま
た
西
欧
中
世
演

劇
の
そ
れ
と
も
異
質
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
能
の
舞
台
を
想
像
し
、
ま
た
不
完
全
な
こ
と
ば
が
、
音
楽
や
動
件
に
よ
っ
て
ふ
く
ら

ま
さ
れ
て
い
く
様
を
感
じ
と
る
こ
と
は
そ
う
困
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

更
に
つ
づ
け
て
、
能
を
定
義
し
て
い
く
ー

そ
れ
は
象
徴
的
な
舞
台
で
あ
り
、
仮
面
劇
で
あ
り
1
少
く
と
も
亡
霊
、
神
、
そ
し
て
若
い
女
性
に
は
仮
面
が
用
い
ら
れ
る
。

㊥

そ
れ
は
、
イ
ェ
イ
ツ
氏
な
ら
び
に
ク
レ
イ
グ
氏
が
共
に
よ
し
と
し
て
や
ま
な
い
よ
う
な
演
劇
で
あ
る
。

一
般
読
者
に
、
能
と
い
う
部
屋
の
中
に
入
る
鍵
を
与
え
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
言
訳
け
の
よ
う
に
き
こ
え
な
い
こ
と

も
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
パ
ウ
ン
ド
の
能
に
対
す
る
取
組
み
の
背
後
に
は
、
つ
ね
に
演
劇
人
イ
ェ
イ
ツ
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を

強
く
感
じ
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
イ
ェ
イ
ツ
が
、
一
九
〇
〇
年
頃
か
ら
、
当
時
の
ア
ン
チ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
の
旗
手
で
あ
っ
た
ゴ
ー

ド
ン
・
ク
レ
イ
グ
(
G
O
a
O
n
C
邑
g
こ
笥
N
⊥
宗
の
)
の
旗
劇
の
理
念
と
実
践
に
強
い
関
心
を
抱
き
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
二
年
に
か
け

て
は
、
ク
レ
イ
グ
の
協
力
に
よ
っ
て
、
『
砂
時
計
』
(
ヨ
訂
h
ぎ
ミ
ー
G
訂
s
s
)
の
ア
ベ
イ
座
上
演
を
実
現
さ
せ
、
更
に
舞
台
装
置
な
ど
の

改
良
を
試
み
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
一
九
一
〇
年
一
〇
月
の
、
『
マ
ス
ク
』
誌
に
、
イ
ェ
イ
ツ
の
重
要
な
演
劇
論
の
一
つ
「
悲
劇

的
演
劇
」
(
↓
h
e
T
r
a
g
i
c
T
h
e
a
t
r
e
J
が
載
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
イ
ェ
イ
ツ
の
い
わ
ゆ
る
「
舞
踊
家
の
た
め
の
劇
」
を
は
じ
め
と
す

る
後
期
の
劇
の
演
技
プ
ラ
ン
に
は
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ク
レ
イ
グ
の
「
超
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
」
論
の
影
響
が
、
そ
し
て
又
、
そ
の
装
置
や
照



明
の
点
で
も
、
ク
レ
イ
グ
の
実
験
の
反
映
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

能
は
、
イ
ェ
イ
ツ
と
ク
レ
イ
グ
が
共
に
是
認
し
て
や
ま
な
い
よ
う
な
「
象
徴
的
舞
台
」
(
a
s
y
m
b
O
詳
s
t
a
g
e
)
で
あ
り
、
「
仮
面
劇
」

(
a
d
ロ
m
a
O
f
m
a
s
k
s
)
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ゥ
ン
ド
は
、
イ
ェ
イ
ツ
の
演
劇
の
理
念
が
、
能
と
い
う
特
殊
な
舞

台
芸
術
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
、
イ
ェ
イ
ツ
の
演
劇
の
理
念
の
確
証
が
、
能
の
中
に
あ
る
こ
と
を
見
て
と
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
パ
ゥ
ン
ド
の
証
言
の
背
後
に
は
、
能
へ
の
傾
倒
と
没
入
を
深
め
て
い
っ
た
イ
ェ
イ
ツ
自
身
の
姿

が
感
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

パ
ゥ
ン
ド
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
残
し
た
能
の
演
出
に
関
す
る
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
を
削
除
し
て
し
ま
い
、
一
般
読
者
に
不
完
全
な
能
の
姿

し
か
伝
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
能
の
翻
訳
・
伝
播
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
残
念
な
こ
と
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、

少
く
と
も
演
劇
人
イ
ェ
イ
ツ
の
側
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
程
に
は
惜
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
自
身
を
ふ

り
返
っ
て
み
て
も
、
出
来
る
か
ぎ
り
完
全
な
か
た
ち
で
能
が
イ
ェ
イ
ツ
に
伝
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
ま
た
、
イ
ェ
イ
ツ
が
髄
を
実
際
に

観
て
い
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
か
す
ぐ
れ
た
能
劇
を
創
り
出
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
、
パ
ウ
ン
ド
の
仕
事
ぶ
り
に
憤
愚
や

る
か
た
な
い
お
も
い
を
し
た
こ
と
も
な
き
に
L
も
あ
ら
ず
だ
が
、
こ
れ
は
大
間
違
い
で
あ
っ
て
、
い
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人

の
自
分
勝
手
な
思
い
込
み
に
他
な
ら
な
い
。
芸
術
の
創
造
の
問
題
は
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
極
言
を

あ
え
て
す
る
な
ら
ば
、
反
対
に
、
パ
ゥ
ン
ド
の
完
全
と
は
い
い
難
い
翻
訳
・
伝
播
の
仕
方
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
イ
ェ
イ
ツ
は
、
そ

こ
に
、
自
分
自
身
の
演
劇
の
理
念
を
投
影
さ
せ
て
、
自
由
に
演
劇
的
想
像
力
を
羽
掃
か
せ
、
そ
れ
を
「
舞
踊
家
の
た
め
の
劇
」
と
し

て
再
生
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
謡
曲
の
試
訳
と
パ
ウ
ン
ド
版
の
訳
と
の
比
較
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
ど
こ
ま
で
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
(
お
よ
び
平
田
禿

木
)
の
責
任
で
、
ど
こ
ま
で
が
パ
ウ
ン
ド
の
責
任
か
と
い
う
興
味
深
い
問
題
の
研
究
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
草
稿
の
研
究
が
進
み
、
そ
の

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ェ
イ
ツ



フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ユ

イ

ツ

六

八

結
果
が
公
刊
さ
れ
れ
ば
直
ち
に
片
付
く
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
少
く
と
も

イ
ェ
イ
ツ
と
能
と
い
う
問
題
の
視
点
か
ら
は
、
あ
ま
り
重
要
な
問
題
で
は
な
い
と
い
え
る
。
何
故
な
ら
ば
、
イ
ェ
イ
ツ
に
と
っ
て
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

能
と
は
、
パ
ゥ
ン
ド
が
完
成
し
た
も
の
-
そ
れ
が
完
全
と
は
い
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
1
-
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か

っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
ぎ
ミ
Q
ヽ
ゝ
c
c
Q
息
訂
計
3
3
叫
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
そ
れ

が
、
イ
ェ
イ
ツ
に
と
っ
て
は
、
能
の
殆
ど
す
べ
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅳ

パ
ゥ
ン
ド
は
、
苦
戦
Q
「
ゝ
c
c
Q
遭
訂
討
鳶
芝
の
序
説
の
中
で
、
西
欧
演
劇
の
伝
統
と
の
比
較
・
相
異
と
い
う
観
点
か
ら
、
能
の

特
質
を
三
点
に
要
約
し
て
い
る
。

H
日
本
に
お
い
て
は
、
純
演
劇
と
大
衆
演
劇
と
の
問
に
は
、
発
端
か
ら
、
明
確
な
区
別
が
あ
っ
た
。
た
だ
単
に
現
実
を
模
倣
す

る
だ
け
の
舞
台
は
軽
蔑
さ
れ
て
き
た
。

プ

ロ

ツ

ト

コ

ン

ヴ

エ

ン

シ

ヨ

ン

日
能
は
、
筋
立
と
い
う
西
欧
演
劇
の
約
束
ご
と
と
は
全
く
異
っ
た
や
り
方
で
、
自
然
に
対
し
て
鏡
を
む
け
る
。
す
な
わ
ち
、
五

つ
の
、
ま
た
は
六
つ
の
劇
が
順
序
正
し
く
演
じ
ら
れ
る
演
能
は
、
完
全
な
生
の
儀
式
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
あ
る
種

の
状
況
・
問
題
が
設
定
さ
れ
て
、
分
析
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
。
演
能
は
、
生
と
再
生
の
完
全
な
図
式
を
提
示
し
、
つ
ま
り
象

徴
的
に
表
わ
す
の
で
あ
る
。

個
々
の
劇
は
、
大
抵
よ
く
知
ら
れ
た
状
況
を
、
例
え
ば
、
周
知
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が
、
周
知
の
窮
地
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
、
ギ



リ
シ
ャ
劇
に
似
た
方
法
で
扱
う
。

臼
能
の
伝
統
は
連
綿
と
続
い
て
い
る
の
で
、
完
全
な
か
た
ち
の
演
能
の
中
に
は
、
西
欧
の
舞
台
か
ら
は
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た

モ

ラ

n

7

テ

イ

・

プ

レ

イ

ミ

ス

テ

リ

ー

ズ

数
多
く
の
要
素
1
-
遺
徳
寓
意
劇
、
秘
蹟
劇
、
、
、
、
サ
の
舞
踏
と
い
っ
た
今
は
も
う
す
っ
か
り
演
劇
的
意
味
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
も

⑳

の
1
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
パ
ゥ
ン
ド
は
、
能
と
西
欧
演
劇
と
い
う
二
つ
の
全
く
異
質
な
伝
統
を
も
つ
も
の
を
比
較
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
抽
出
さ

れ
た
能
の
特
徴
に
、
更
に
、
ク
レ
イ
グ
や
イ
ェ
イ
ツ
の
い
わ
ゆ
る
象
徴
主
義
的
全
体
演
劇
の
理
念
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
演
劇
的
意
味

付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ェ
イ
ツ
の
演
劇
の
理
念
と
実
践
が
、
パ
ゥ
ン
ド
の
能
の
価
値
と
意
味
の
発
見

に
強
い
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
の
背
後
に
は
っ
き
り
と
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
パ
ゥ
ン
ド
が
要
約
し
て
い
る
三
つ
の
能
の
特
質
の
う
ち
で
、
演
劇
人
イ
ェ
イ
ツ
に
、
最
も
創
造
的
な
結
実
を
も
た

ら
す
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
初
期
の
イ
ェ
イ
ツ
が
、
す
で
に
、
様
々
な
か
た
ち
で
理
論
付
け
、
実
践
し
て
き
た
も
の
と
類
似
し
た
点

を
も
つ
第
一
の
、
あ
る
い
は
第
二
の
点
で
は
な
く
て
、
最
後
の
特
質
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
バ
ッ
ク
・
ポ
ー
ン

と
す
る
西
欧
演
劇
か
ら
は
、
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
要
素
が
、
能
の
中
に
は
、
完
全
な
か
た
ち
で
生
き
残
っ
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
中
で
も
特
に
、
イ
ェ
イ
ツ
の
演
劇
的
想
像
力
を
刺
戟
し
、
狂
喜
さ
せ
た
の
は
、
能
と
い
う
舞
台
芸
術
の
中
に

お
い
て
、
支
配
的
な
役
割
を
な
お
も
果
た
し
て
い
る
「
超
自
然
的
要
素
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
彼
の
「
髄
論
」
の
中
で
、
能
の
本
質
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
ー

能
の
美
と
力
は
集
中
に
あ
る
。
す
べ
て
の
要
素
-
衣
装
、
動
作
、
詩
、
音
楽
-
が
一
体
と
な
っ
て
、
単
一
の
明
確
な
印
象

を
生
み
だ
す
。
劇
は
そ
れ
ぞ
れ
、
何
か
基
本
的
な
人
間
関
係
と
か
感
情
を
表
現
し
て
い
る
。
‥
…
・
一
つ
の
曲
の
た
め
に
、
こ
の
よ

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ェ
イ
ツ



フ

ェ
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、
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ウ

ン

ド

、
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ェ

イ
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七

〇

⑳

う
な
強
烈
な
感
情
の
一
つ
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
強
烈
に
し
て
純
粋
な
扱
い
方
に
よ
っ
て
、
普
遍
性
の
極
み
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
能
の
本
質
を
「
感
情
の
統
〓
(
U
n
i
t
y
i
n
e
m
O
t
i
O
n
)
に
見
出
し
て
い
る
。
イ
マ
ジ
ズ
ム
の
詩
人
パ
ゥ
ン
ド
は
、

こ
れ
を
更
に
、
「
イ
メ
ジ
の
統
こ
(
U
鼠
-
y
O
=
m
a
g
e
)
と
い
う
有
名
な
理
論
へ
と
展
開
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、

更
に
つ
づ
け
て
、
能
の
最
も
顕
著
な
特
質
を
、
「
超
自
然
的
要
素
」
に
見
出
し
て
ゆ
く
ー
ー
ー

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
劇
の
最
も
顕
著
な
こ
と
は
、
霊
的
存
在
が
、
信
じ
が
た
い
は
ど
完
壁
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

だ
。
こ
れ
ら
の
劇
で
は
、
生
身
の
人
間
よ
り
も
、
英
雄
た
ち
が
、
あ
る
い
は
亡
霊
さ
え
も
が
、
多
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
作
者

た
ち
は
、
亡
霊
の
心
理
学
の
大
家
で
あ
っ
た
。
超
自
然
が
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
、
親
密
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
演
劇
は
他
に
は

⑳

な
い
。

能
の
中
で
は
、
神
々
、
物
語
・
伝
説
・
歌
物
語
に
登
場
す
る
主
人
公
た
ち
の
亡
霊
、
ま
た
、
杜
若
、
桜
、
柳
、
芭
蕉
と
い
っ
た
草
木

の
精
に
い
た
る
ま
で
、
「
超
自
然
な
る
も
の
」
が
登
場
す
る
の
み
な
ら
ず
、
重
要
な
中
心
的
役
割
を
演
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

能
の
中
の
「
超
自
然
的
要
素
」
に
対
し
て
、
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
の
大
家
イ
ェ
イ
ツ
な
ら
ぬ
若
い
詩
人
パ
ゥ
ン
ド
が
、
最
初
の
う
ち
は
、

異
和
感
、
当
惑
、
苛
立
ち
、
不
信
、
敵
意
の
感
情
を
抱
き
な
が
ら
も
、
つ
い
に
は
、
「
不
信
の
停
止
」
(
s
u
s
p
e
n
s
i
O
n
O
鴫
d
i
s
g
i
e
O
を

確
保
す
る
に
い
た
る
努
力
の
あ
と
を
、
彼
の
こ
と
ば
の
端
々
に
感
じ
取
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

∧
須
磨
源
氏
>
は
、
劇
的
と
は
い
い
が
た
い
曲
で
あ
る
が
、
そ
の
面
白
さ
は
、
要
す
る
に
、
「
超
自
然
的
存
在
の
顕
現
」
を
、
今

か
今
か
と
待
っ
て
い
る
サ
ス
ペ
ン
ス
に
あ
る
と
述
べ
た
の
ち
、
パ
ゥ
ン
ド
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
1

読
者
は
、
た
と
え
幻
で
あ
れ
、
過
ぎ
去
っ
た
歳
月
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
美
を
、
「
光
り
輝
や
く
過
去
の
お
も
か
げ
」
を
見
た



い
と
切
望
す
る
ワ
キ
僧
に
共
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
の
サ
ス
ペ
ン
ス
感
を
味
わ
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
共
感
は
、
何
の
苦
も
な
く
得
ら
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に
も
異
常
で
あ

っ
て
、
意
識
し
て
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
中
に
入
り
込
め
な
い
よ
う
な
心
の
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
た
び
こ

の
敵
意
の
感
情
を
克
服
し
、
能
の
世
界
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
時
に
は
、
目
の
前
に
新
し
い
美
の
世
界
が
ひ

ら
け
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
私
に
は
、
こ
れ
が
試
し
て
み
る
価
値
の
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
っ
た
の
で
、
ひ
と
つ

⑳

他
の
方
々
も
試
し
て
み
ら
れ
た
ら
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

パ
ゥ
ン
ド
に
と
っ
て
は
、
「
超
自
然
的
要
素
」
を
包
含
す
る
能
の
世
界
は
、
意
識
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
に
反
し
て
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
と
っ
て
も
、
イ
ェ
イ
ツ
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
何
の
抵
抗
も
な
く
、
い
と
も
易
々
と
、
狂

喜
さ
え
し
て
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
「
新
し
い
美
の
世
界
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
イ
ェ
イ
ツ
は
、
パ
ゥ

ン
ド
に
と
っ
て
、
「
理
想
の
読
者
」
で
あ
り
、
そ
の
上
に
「
新
し
い
美
の
世
界
」
へ
の
導
師
で
さ
え
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
法
外
で
は

あ
る
ま
い
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
能
に
は
そ
の
成
立
の
長
い
歴
史
が
あ
り
、
丁
度
地
層
の
よ
う
に
、
時
代
が
形
成
し

た
層
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
世
阿
弥
の
代
表
作
と
い
え
る
<
井
筒
∨
の
よ
う
な
、
王
朝
古
典
物
語
や

和
歌
の
貴
族
的
伝
統
に
基
づ
い
た
、
い
わ
ゆ
る
幽
玄
の
能
と
目
さ
れ
る
曲
は
、
能
の
地
層
の
表
層
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
底
に
は
、
伝
統
的
な
民
俗
信
仰
に
根
ざ
す
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
基
層
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
今
日
、
能
の

極
致
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
∧
井
筒
∨
の
よ
う
な
、
女
性
を
主
人
公
と
す
る
複
式
夢
幻
能
形
式
の
曲
は
、
要
す
る
に
、
こ
の
ア
ル
カ
イ

ッ
ク
な
基
層
を
支
え
て
い
る
伝
統
的
な
民
俗
信
仰
に
属
す
る
題
材
を
、
文
芸
化
・
芸
術
化
・
貴
族
化
、
つ
ま
り
幽
玄
化
し
て
い
っ
た

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ェ
イ
ツ
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二

結
果
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
民
俗
信
仰
に
深
く
傾
倒
し
て
い
た
イ
ェ
イ
ツ
が
魅
せ
ら
れ
た
の

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
幽
玄
化
さ
れ
た
表
層
の
能
で
は
な
く
て
、
伝
統
的
な
民
俗
信
仰
が
直
接
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
深
層
の
、

ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
幽
玄
の
能
と
、
イ
ェ
イ
ツ
の
「
舞
踊
家
の
た
め
の
劇
」
と
を
た
だ

並
べ
て
み
て
も
、
そ
こ
か
ら
は
興
味
あ
る
比
較
の
結
果
は
生
ま
れ
は
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
一
見
し
た
と
こ
ろ
何
の
変
哲
も
な
い
箱
が
あ
る
。
そ
の
箱
の
蓋
が
、
何
か
の
拍
子
に
開
く
と
、
そ
の
中
に
は
、
も
う
一
つ

箱
が
お
さ
ま
っ
て
い
る
、
そ
し
て
そ
の
中
に
は
、
ま
た
も
う
一
つ
の
箱
が
入
っ
て
い
る
、
と
い
う
風
な
玩
具
が
あ
る
が
、
こ
の
入
れ

子
に
な
っ
た
箱
の
よ
う
に
、
能
の
基
層
を
支
え
て
い
る
伝
統
的
、
民
俗
信
仰
の
世
界
観
は
、
日
常
的
現
実
の
次
元
の
中
に
、
超
自
然

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
世
界
が
伏
在
す
る
構
造
を
も
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
入
れ
子
構
造
の
世
界
こ
そ
、
近
代
の
西
欧
の
世

界
か
ら
消
失
し
、
あ
る
い
は
地
下
の
世
界
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
か
し
て
久
し
い
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
入
れ
子
に
な
っ
た

現
実
・
自
然
の
箱
の
蓋
を
あ
け
て
、
そ
の
中
に
伏
在
す
る
も
う
一
つ
の
実
在
の
姿
を
の
ぞ
き
見
る
術
を
、
近
代
西
欧
世
界
は
失
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

⑳

「
ド
ラ
マ
、
そ
れ
は
何
事
か
が
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
能
、
そ
れ
は
何
者
か
が
現
わ
れ
る
も
の
」
と
言
っ
た
の
ほ
、
フ
ラ
ン
ス
の

劇
詩
人
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
(
P
a
u
-
C
】
a
u
d
e
】
こ
∞
霊
t
-
害
び
)
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
現
実
と
超
自
然
と
が
、
相
互
作
用
、
あ
る

い
は
相
互
浸
透
を
す
る
、
い
わ
ば
入
れ
子
構
造
を
な
し
て
い
る
世
界
に
、
祭
祀
・
演
劇
的
表
現
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
能
の
本
質
を
、

み
ご
と
に
つ
い
た
定
義
で
あ
る
と
い
え
る
。
イ
ェ
イ
ツ
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
=
パ
ゥ
ン
ド
を
介
し
て
能
と
い
う
も
の
に
触
れ
た
時
に
、

そ
こ
に
直
観
し
た
の
は
、
西
欧
の
演
劇
の
伝
統
が
喪
失
し
た
「
超
自
然
的
要
素
」
が
、
そ
の
ま
ま
に
演
劇
的
生
命
と
意
味
を
保
っ
て

活
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
演
劇
人
イ
ェ
イ
ツ
に
と
っ
て
、
こ
の
入
れ
子
構
造
の
世
界
に
演
劇
的
表
現
を
与
え
て
、

そ
の
演
劇
的
意
味
と
生
命
を
と
り
も
ど
そ
う
と
い
う
の
が
、
長
年
に
わ
た
る
演
劇
的
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
舞
台
の
上
で
成
就



す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
夢
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

イ
ェ
イ
ツ
に
と
っ
て
何
よ
り
も
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
ク
ロ
ー
デ
ル
に
倣
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
内
部
に
超
自
然
を
伏
在
す
る
入
れ

子
構
造
の
実
在
世
界
の
蓋
が
、
何
か
の
拍
子
に
開
い
て
、
そ
こ
か
ら
何
者
か
が
現
わ
れ
る
、
そ
の
何
者
か
の
現
わ
れ
方
を
、
い
か
に

し
て
舞
台
の
上
に
現
実
化
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
、
つ
い
に
、
こ
の
何
者
か
の
顕
現
と
い
う
現
象
に
演
劇
的
表

現
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
演
劇
形
式
と
仕
掛
け
を
、
能
の
中
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
鷹
の
井
戸
』

の
ロ
ン
ド
ン
初
演
の
一
週
間
前
に
、
そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
没
頭
し
て
い
た
イ
ェ
イ
ツ
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
夫
人
に
、
そ
の
発
見
の
確
信

⑳

と
よ
ろ
こ
び
を
吐
露
し
て
、
「
私
は
、
つ
い
に
、
自
分
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
演
劇
形
式
を
発
見
し
た
と
信
じ
て
い
る
」
と
、
書
き
送

っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
「
何
者
か
の
現
わ
れ
方
」
に
焦
点
を
据
え
て
、
能
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
=
パ
ウ
ン
ド
の
英
訳
、
そ
し
て
イ
ェ

イ
ツ
の
劇
作
品
を
比
較
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅴ

ま
ず
は
じ
め
に
、
メ
ァ
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
れ
ば
、
殊
の
ほ
か
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
好
き
で
あ
っ
た
と
い
う
∧
銘
木
∨
を
例
に

と
っ
て
、
「
何
者
か
の
現
わ
れ
」
を
舞
台
の
上
に
現
実
化
し
て
い
く
仕
掛
け
を
み
て
み
よ
う
。

所
は
陸
奥
の
狭
布
の
里
。
旅
の
僧
が
、
腕
に
細
布
を
か
け
た
女
と
、
美
し
く
飾
っ
た
木
を
も
っ
た
男
に
出
会
う
。
そ
し
て
、
そ
の

細
布
が
烏
の
羽
根
で
織
っ
た
布
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
木
は
錦
木
と
い
っ
て
、
男
が
求
愛
の
し
る
L
と
し
て
、
想
う
女
の
家
の
門
口
に

立
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
き
く
。
女
は
逢
う
と
心
に
決
め
た
男
の
錦
木
は
内
に
取
り
入
れ
る
が
、
逢
う
ま
い
と
思
っ
た
男
の
も
の

は
取
り
入
れ
な
い
。
男
は
、
三
年
の
間
、
毎
夜
、
錦
木
を
立
て
つ
づ
け
た
が
、
女
は
家
の
中
で
細
布
を
織
っ
て
顧
み
な
か
っ
た
。
男

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ェ
イ
ツ
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四

は
悶
死
し
、
女
は
崇
ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
あ
わ
れ
な
悲
恋
の
男
女
を
葬
っ
た
古
塚
へ
と
、
こ
の
里
の
男
と
女
は
僧
を
案

内
す
る
。
そ
し
て
、
彼
等
は
、
二
人
と
も
に
塚
の
中
に
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
僧
が
塚
の
か
た
わ
ら
で
読
経
を
し
て
い
る
と
、
い
つ

の
間
に
か
夢
に
誘
わ
れ
る
。
そ
の
夢
の
中
で
、
二
人
の
亡
霊
が
現
わ
れ
、
生
前
の
悲
恋
の
様
を
再
現
し
て
憶
悔
し
、
終
に
見
出
し
た

妹
背
の
逢
瀬
を
よ
ろ
こ
ぶ
舞
を
ま
う
。
<
通
小
町
∨
と
同
じ
く
、
女
に
憑
く
男
の
執
念
を
主
題
と
し
た
深
層
に
あ
る
ア
ル
カ
イ
ッ
ク

な
面
を
強
く
残
し
た
曲
で
あ
る
。

こ
の
能
の
舞
台
の
上
に
お
け
る
入
れ
子
構
造
の
劇
的
表
現
は
、
ま
ず
第
一
に
、
前
場
が
現
実
の
世
界
で
あ
っ
て
、
後
場
に
な
っ
て
、

そ
こ
に
超
自
然
の
世
界
が
現
出
す
る
と
い
う
、
そ
の
複
式
夢
幻
能
の
構
成
の
中
に
見
ら
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
能
に
お
い
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
現
実
の
時
間
・
空
間
が
、
異
次
元
の
時
間
・
空
間
へ
と
浸
透
し
て
、
移
行
し
て
い
く
様

を
、
演
劇
的
現
実
と
し
て
舞
台
の
上
に
実
現
し
て
み
せ
る
の
は
、
「
作
り
も
の
」
と
「
引
回
し
」
と
い
う
誠
に
シ
ン
プ
ル
で
、
し
か

ヽ

ヽ

ヽ

も
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
掛
け
の
使
用
に
よ
っ
て
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

後
見
が
、
古
壕
を
あ
ら
わ
す
「
作
り
も
の
」
に
「
引
回
し
」
を
か
け
て
舞
台
の
大
小
前
に
置
く
。
「
次
第
」
の
雅
子
で
、
旅
僧
姿

の
ワ
キ
・
ワ
キ
ッ
レ
が
登
場
す
る
…
…
こ
う
い
う
風
に
能
∧
錦
木
∨
は
は
じ
ま
る
。
「
見
え
な
い
も
の
」
と
い
う
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ン
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
劇
の
進
行
と
と
も
に
、
こ
の
見
え
な
い
も
の
が
見
え
て
く
る
。
そ
し
て
更
に
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
「
能
と
イ

メ
ジ
」
に
な
ら
っ
て
言
え
ば
、
劇
的
意
味
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
、
能
の
当
興
味
の
焦
点
と
構
成
の
中
心
」
(
t
h
e
訂
u
s
O
f

⑳

i
n
t
e
ウ
m
S
t
-
a
n
d
c
e
n
t
コ
W
O
f
c
O
n
S
百
u
c
t
i
O
n
)
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
力
を
か
き
た
て
る
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。

前
場
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
、
現
実
の
世
界
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
古
塚
は
、
そ
の
現
実
の
一
部
と
し
て
そ
こ
に
在
る
に

す
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
音
塚
の
中
に
、
現
実
の
人
間
と
み
え
た
里
人
の
男
女
が
消
え
て
ゆ
く
こ
と
で
、
前
場
は
終
る
の
で
あ

ヽ

る
。
ア
イ
の
「
語
り
」
が
あ
っ
て
、
僧
の
待
謡
で
、
後
場
が
は
じ
ま
る
。
塚
の
前
で
読
経
す
る
僧
の
夢
の
中
で
、
す
べ
て
が
展
開
す



る
と
い
う
点
が
強
謁
さ
れ
る
。
目
の
前
の
古
塚
が
、
夢
と
い
う
タ
イ
ム
・
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
て
、
時
間
が
逆
行
し
、
二
人
の
男
女

の
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
悲
恋
の
現
場
へ
と
変
容
す
る
。
女
が
内
で
細
布
を
織
り
、
男
は
門
口
へ
錦
木
を
立
て
る
。
そ
の
人
家
に
変

っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
変
容
が
、
単
に
、
「
引
回
し
」
の
布
を
(
後
見
が
)
下
ろ
す
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
現
実
化

さ
れ
て
ゆ
く
の
は
、
興
味
深
い
点
で
あ
ろ
う
。

ワ
キ
ふ
し
ぎ
や
な
さ
も
古
塚
と
見
え
つ
る
が
、
内
は
輝
く
灯
の
、
影
明
ら
か
な

る
人
家
の
内
に
、
機
物
を
立
て
錦
木
を
積
み
て
、
昔
を
あ
ら
は
す
よ
そ
は
ひ

た
り
。
こ
れ
は
夢
か
や
現
か
や
。

「
作
り
も
の
」
の
「
引
回
し
」
が
下
ろ
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
異
次
元
の
世
界
が
現
わ
れ
る
。
現
実
の
中
に
、
超
自
然
が
入
れ
子
に
な

っ
て
伏
在
す
る
世
界
構
造
が
、
舞
台
の
上
に
、
演
劇
的
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
現
出
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
み
ご
と
な
仕
掛

け
で
あ
る
。

こ
の
「
超
自
然
的
要
素
」
を
舞
台
の
上
に
演
劇
的
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
現
実
化
す
る
こ
と
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
場
合
の
よ

う
に
、
昔
か
ら
西
欧
演
劇
の
中
で
も
問
題
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
バ
ン
ク
ォ
の

亡
霊
の
場
合
の
よ
う
に
、
実
際
に
登
場
さ
せ
な
く
て
も
、
殆
ど
何
の
支
障
も
来
た
さ
な
い
と
い
う
の
が
多
く
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の

超
自
然
な
る
も
の
の
実
在
性
は
、
そ
れ
ほ
ど
切
実
な
問
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
イ
ェ
イ
ツ
の
場
合

は
、
超
自
然
な
る
も
の
の
現
わ
れ
は
、
人
間
の
内
的
心
理
の
結
果
す
る
も
の
と
い
う
解
釈
だ
け
で
は
済
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。
彼
に

と
っ
て
は
、
能
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
超
自
然
の
世
界
は
、
現
実
の
世
界
と
同
じ
く
、
共
に
実
在
性
を
も
っ
て
い
る
が
故
に
、
こ

の
問
題
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
イ
ェ
イ
ツ
の
晩
年
の
『
錬
獄
』
で
は
、
舞
台
奥
の
廃
屋
の

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ェ
イ
ツ



フ

ェ
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、

パ

ウ
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、

イ

ェ

イ
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七
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⑳

窓
に
灯
が
と
も
り
、
二
人
の
男
女
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
映
し
出
さ
れ
る
、
と
い
う
仕
掛
け
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
を
計
っ
て
い
る
。
こ

の
仕
掛
け
に
、
∧
錦
木
>
の
仕
掛
け
の
影
響
を
見
出
し
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
『
鷹
の
井
戸
』
に
続
い
て
書
か

れ
た
『
エ
マ
ー
の
た
だ
一
度
の
嫉
妬
』
(
′
3
恥
○
さ
甘
ぎ
宅
亀
的
ヨ
且
の
場
合
を
と
り
あ
げ
て
、
∧
錦
木
∨
の
仕
掛
け
と
比
較
し

⑳

て
み
た
い
。

『
エ
マ
ー
の
た
だ
一
度
の
嫉
妬
』
は
、
『
鷹
の
井
戸
』
よ
り
も
、
ま
た
同
年
に
出
版
さ
れ
た
『
骨
の
夢
』
(
ヨ
訂
h
ぎ
準
星
ぎ
唱
ミ
ニ
訂

昏
更
色
よ
り
も
、
マ
ス
ク
や
ダ
ン
ス
の
用
い
方
、
ま
た
作
劇
法
の
点
に
お
い
て
も
、
は
る
か
に
実
験
的
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
、

劇
的
に
も
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
主
題
が
女
性
の
嫉
妬
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
こ
の
劇
は
、
し
ば
し
ば
、
∧
葵
上
>
と
の

類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
私
に
は
、
∧
鏑
木
∨
の
方
が
構
造
的
に
類
似
性
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
登
場
人
物
か
ら
見
て
み
よ
う
。
英
雄
ク
フ
ー
リ
ン
(
C
u
c
h
u
-
a
i
n
)
の
妻
エ
マ
ー
(
E
m
e
r
)
、
そ
の
情
婦
で
あ
る
イ
ス
ナ
・
イ

ン
グ
バ
(
E
i
t
h
記
I
n
g
u
b
a
)
、
そ
し
て
劇
の
終
り
で
蘇
生
す
る
ク
フ
ー
リ
ン
、
以
上
が
現
実
の
世
界
に
属
す
る
人
物
で
あ
る
。
そ
し

て
、
海
の
波
の
底
の
国
の
妖
精
の
女
フ
ァ
ン
ド
(
F
a
n
d
)
、
そ
の
敵
対
者
で
あ
る
ブ
リ
ッ
ク
リ
ウ
(
B
r
i
c
r
i
u
)
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
ド
の

虜
と
な
っ
て
い
る
ク
フ
ー
リ
ン
の
亡
霊
、
こ
れ
が
異
次
元
・
超
自
然
界
に
属
す
る
登
場
人
物
で
あ
る
。
劇
は
、
単
純
化
し
て
言
え
ば
、

タ
フ
ー
リ
ン
の
亡
霊
を
め
ぐ
っ
て
、
エ
マ
ー
(
現
実
の
人
間
の
女
)
と
フ
ァ
ン
ド
(
異
次
元
の
存
在
の
女
)
と
が
争
い
合
っ
て
、
終

に
は
、
エ
マ
ー
が
、
生
き
返
え
っ
た
後
の
ク
フ
ー
リ
ン
の
愛
を
永
久
に
放
棄
す
る
と
い
う
自
己
犠
牲
に
よ
っ
て
、
ク
フ
ー
リ
ン
の
亡

霊
、
つ
ま
り
魂
を
と
り
も
ど
す
、
言
い
か
え
れ
ば
、
ク
ン
ー
リ
ン
を
蘇
生
さ
せ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

こ
の
劇
は
、
次
元
を
異
に
す
る
二
つ
の
世
界
に
ま
た
が
っ
て
展
開
す
る
構
成
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
入
れ
子
に
な
っ
た
世

界
構
造
は
、
複
式
夢
幻
能
の
場
合
の
よ
う
に
、
前
場
・
後
場
に
分
け
る
複
式
仕
立
で
は
な
く
て
、
単
一
の
裸
の
舞
台
の
上
に
、
二
つ



ヽ
ヽ

の
世
界
が
並
置
さ
れ
る
と
い
う
手
法
を
用
い
て
実
現
さ
れ
る
の
は
、
イ
ェ
イ
ツ
の
独
創
と
見
倣
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

楽
師
た
ち
が
、
舞
台
前
面
中
央
に
登
場
、
長
い
布
を
ひ
ろ
げ
て
畳
む
、
幕
開
き
の
儀
式
が
終
る
と
、
ま
ず
、
観
客
の
目
が
注
が
れ

る
の
は
、
H
舞
台
脇
、
も
し
く
は
舞
台
奥
に
設
け
ら
れ
た
カ
ー
テ
ン
を
引
き
ま
わ
し
た
ベ
ッ
ド
(
作
り
も
の
)
に
横
た
わ
る
脱
魂
状

態
の
ク
フ
ー
リ
ン
、
そ
の
側
に
仔
む
妻
エ
マ
ー
。
臼
舞
台
前
面
中
央
に
、
ま
る
で
胎
児
の
よ
う
に
躍
る
、
も
う
一
人
の
ク
フ
ー
リ
ン

(
同
じ
恰
好
を
し
て
い
る
)
-
こ
れ
は
海
底
の
国
で
、
フ
ァ
ン
ド
の
虜
と
な
っ
て
い
る
ク
フ
ー
リ
ン
の
亡
霊
で
あ
る
こ
と
が
あ
と

で
わ
か
る
。
こ
こ
で
、
現
実
に
は
見
え
な
い
と
い
う
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
を
用
い
て
い
る
の
は
、
<
鏑
木
>
の
音
域
(
作
り
も
の
)

が
、
舞
台
に
最
初
か
ら
置
か
れ
て
い
る
の
と
同
工
で
あ
る
。
据
る
ク
フ
ー
リ
ン
の
亡
霊
は
、
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

現
実
の
人
間
の
女
で
あ
る
エ
マ
ー
に
は
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
観
客
の
目
に
も
、
見
え
な
が
ら
見
え
な
い
存
在
な
の
で
あ

る
。フ

ァ
ン
ド
と
、
そ
し
て
彼
女
の
虜
に
な
っ
て
い
る
ク
フ
ー
リ
ン
の
亡
霊
が
、
エ
マ
ー
の
日
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
し
て

ま
た
、
こ
の
異
次
元
の
世
界
が
、
わ
れ
わ
れ
観
客
に
現
わ
れ
る
の
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
能
の
複

式
構
造
お
よ
び
「
作
り
も
の
」
と
「
引
回
し
」
に
よ
る
手
法
と
異
り
、
イ
ェ
イ
ツ
は
、
二
つ
の
異
次
元
の
世
界
と
存
在
を
、
同
一
の

舞
台
平
面
の
上
に
並
置
(
j
u
已
a
p
O
S
i
t
i
O
n
)
さ
せ
て
お
い
て
、
そ
の
二
つ
の
世
界
の
境
界
を
自
由
に
越
え
て
、
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
う
一
つ
の
異
次
元
の
存
在
を
、
エ
マ
ー
の
前
に
現
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
て
み
せ
る
。
少
し
ば
か
り
d
e
u
s
e
X

ヨ
a
C
h
i
n
a
の
き
ら
い
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
何
者
か
の
現
わ
れ
を
、
何
者
か
の
現
わ
れ
を
使
っ
て
み
ご
と
舞
台
の
上
に
現
実
化
す

る
わ
け
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
ド
と
対
立
す
る
異
次
元
の
存
在
で
あ
っ
て
、
海
の
底
の
国
の
争
い
の
仕
掛
人
プ
リ
ッ
ク
リ
ウ
の
超
能
力
と

働
き
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
ン
ド
の
誘
惑
に
落
ち
な
ん
ば
か
り
の
ク
フ
ー
リ
ン
の
亡
霊
の
姿
が
、
妻
エ
マ
ー
の
目
に
見
え
て
く
る
の
で
あ

る
。
こ
の
異
次
元
の
存
在
ブ
リ
ッ
ク
リ
ウ
の
現
実
世
界
へ
の
侵
入
の
仕
方
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
龍
的
で
あ
る
と
い
え
な
く
は
な
い
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
パ
ウ
ン
ド
、
イ
ェ
イ
ツ



フ

ェ

ノ

ロ

サ

、

パ

ウ

ン

ド

、

イ

ェ

イ

ツ

七
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波
と
死
闘
の
果
て
に
、
ク
フ
ー
リ
ン
は
、
い
ま
、
意
識
を
失
っ
た
ま
ま
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
脱
魂

状
態
に
あ
る
ク
フ
ー
リ
ン
の
体
に
憑
依
(
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
)
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
リ
ッ
ク
リ
ウ
は
、
エ
マ
t
の
前
に
現
わ
れ
る
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
能
の
古
層
を
な
す
と
い
わ
れ
て
い
る
脇
能
に
お
け
る
神
々
の
鞍
現
の
仕
方
や
、
「
憑
き
物
に
よ
る
物
狂
」
の

㊥

能
の
、
い
わ
ゆ
る
憑
依
現
象
と
よ
く
似
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
エ
マ
ー
の
側
か
ら
い
え
ば
、
丁
度
ワ
キ
僧
が

夢
に
お
ち
入
る
よ
う
に
、
超
能
力
の
持
主
ブ
リ
ッ
ク
リ
ウ
の
力
に
よ
っ
て
、
夢
に
似
た
状
態
に
入
る
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。
す
べ
て

ヽ

は
、
エ
マ
ー
の
見
る
夢
の
中
の
出
来
事
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
憑
き
物
に
よ
る
物
狂
」
の
超
自
然
な
る
も
の
の
現
わ
れ
方
を
、
イ
ェ
イ
ツ
は
、
「
舞
踊
家
の
た
め
の
劇
」
の
第
一
作
目
で

あ
る
『
鷹
の
井
戸
』
に
お
い
て
効
果
的
に
用
い
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
不
老
不
死
の
水
の
湧
き
出
る
井
戸
を
守
る
鷹

の
女
が
、
「
妖
精
の
女
」
(
T
h
e
W
O
m
a
n
O
〓
h
e
S
i
d
h
e
)
に
取
り
憑
か
れ
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
物
狂
い
の
状
態
t
r
a
n
c
e

に
お
ち
入
り
、
舞
い
踊
る
時
、
劇
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
イ
ェ
イ
ツ
と
能
の
関
係
を
考
察
す
る
場
合
、
例
え
ば
、
『
鷹
の
井
戸
』
と
<
養
老
∨
と
の
類
似
点
の

指
摘
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
な
る
表
面
的
な
主
題
の
類
似
性
に
の
み
注
目
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
イ
ェ
イ
ツ
の
劇
と
能
の
構
造

に
焦
点
を
合
わ
せ
る
方
が
、
よ
り
み
の
り
多
い
結
果
を
生
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
古
塚
を
あ
ら
わ
す
「
作
り
も
の
」
と
「
引
回
し
」
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
と
仕
掛
け
に
関
し
て
は
、
パ
ウ
ン
ド
は
何

も
言
及
し
て
い
な
い
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
∧
錦
木
∨
の
英
訳
草
稿
ノ
ー
ト
に
は
、
演
出
・
演
技
に
関
す
る
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
は
残
し
て

は
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
人
の
男
女
が
、
前
場
の
終
わ
り
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
塚
の
中
に
入
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
、

後
場
に
な
っ
て
、
ど
う
い
う
風
に
二
人
の
亡
霊
が
現
わ
れ
る
の
か
、
古
塚
が
ど
う
い
う
よ
う
な
形
で
、
舞
台
の
上
に
存
在
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
存
在
し
な
い
の
か
、
そ
し
て
そ
の
古
塚
が
、
ど
う
い
う
臭
合
い
に
、
光
り
輝
く
人
家
に
変
容
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
ら
に



つ
い
て
は
一
切
何
も
書
き
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
舞
台
芸
術
で
あ
る
能
を
成
立
さ
せ
て
い
る
重
要
な
要
素
へ
の

言
及
の
不
在
は
、
正
確
な
能
の
伝
播
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
そ
の
一
端
を
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ェ
イ
ツ
が
創
り
上
げ
た
演
劇
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
そ
れ
は
、
演
劇
人
イ
ェ
イ
ツ

が
、
パ
ゥ
ン
ド
の
完
全
と
は
い
え
な
い
謡
曲
の
翻
訳
の
「
理
想
の
読
者
」
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
確
証
と
な
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。
能
の
演
出
・
演
技
に
関
す
る
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
か
え
っ
て
、
イ
ェ

イ
ツ
の
演
劇
的
想
像
力
を
刺
戟
す
る
こ
と
と
な
り
、
模
倣
に
終
わ
ら
な
い
独
自
の
も
の
を
創
り
上
げ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
、
決

論
し
て
も
法
外
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
真
の
意
味
の
同
化
と
創
造
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

附
記
本
稿
の
一
部
は
、
一
九
八
五
年
五
月
一
九
日
、
日
本
英
文
学
会
第
五
七
会
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ァ
ム
「
現
代
文
学
の
形
成
者
パ
ウ
ン
ド
」
に
お

い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
お
い
て
使
用
・
参
照
し
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
関
係
の
資
料
は
、
本
学
同
僚
の
村
形
明
子
氏
の
好
意

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
。
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劇
作
法
を
め
ぐ
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幸
男
編
F
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世
界
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書
店
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和
五
三
年
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二
年
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